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。昭和38年度現地調査

当研究所では，調査研究k国内調査だけでは解明でき 毎年20～30名の現地調査員を関係諸地械に60日程度派m
ない諮問阻について，現地実態調査を行ない，あわせて している。本年度も昨年度同様この事栄を実施するが，
現地の資料事情の詞査および資料の収集を行なうため， その部 1陣として，下記の現地調査員が出発した。

-ri－·－－，~j·－－－~－－－r~ 名 i 現 _:.i；~~~－~－寸子~f~"Jf·f~
7雪c1摂；－~~~；L~，~~｛ t~部 実 i＊蔵省主税局税柳川 「アヲア訪問租現制度」 ! 9月2日ー

キスタン ！神田 稔 l H 国際租税務｜に関する調査 I 10f!31日

インド，パキスタン，セィ ｜辻 育政 1当研究所常任専門委貝 I~撲に関する「アヲア経済｜ 9月28日

ロン，タィ，ピ円 1~n山崇彦 i II 長 伽 艮 調 査 室 ｜ 長 服 型Jに附る淵査 I 11月ら2日

。昭和38年度調査研究課題（追加〉 後研究委員会で下記2開姐について調査研究を行なうこ
前号に38年度研究所調査研究課砲事f描枕Lたが，その とになった。

課題名｜主査名｜ 坦 旨

自前抑止？？｜主主砲）jJ月沼地持脚本隅徐容慨。
1 次産品問題 i田島秀夫 ll灘駅君主義持品関川髄ぽ宅説会長容I （伝説約） I なう。この研究においては，わが国の立場からみた 1次産品l問題の

I 1d1冗 J ー ｜ 突態を総合的かっ実証的に把握し，政策の立案に資する。

φ「アジア経済の長期展望計画」作業造捗状況 の結果，「中間報告」ではil刊日展望を中心とし，
〔調整委日会〕 繊維，紙，セメント，銑の 4品目に限定すること
1. 委員会の)HJ俄 に決定o・ 「中間報告」の原案は事扮局で作成，次
(1）委員長辿給小委員会（8月15目〉 回の要員会で検討を行なう。

中間報告の委員会J]lj主li絡調拡を行なった。 z. 事務局の作染状況
〈総体予測賓員会〕 作成資料工按委員会資料 No.20，『鉄鍛’志望予測
1. 委員会のIJil憾 の方法！こ関する考察』

(1）卸27問委貝会（8月1九日） 〔資源委員会〕
総体予測委民会中11:ll報告のとりまとめ方につい l. 委員会の，m俄

て検討した。 (1) 小委民会（8月7日）八服製鉄（株）と中間報告
2. 事務局の作栄状況 平案について打ち合わせ。
(1) 国別経済バランス表の再棺成。 (2) 小委員会（8月121::i）右?ifli払－摂・連盟と中間報告
(2) 医l}J〔に産指セクター別の予測。 草案について打ち合わせ。
(3) 商品別国別輸出推計。 (3) 小委員会（8月21日〉八幡製鉄（株）および石油

3. 今後の予定 鉱業辿盟と中間報告草案について打ち合わせ。な
(1) 中間報告までに部門別予測も抗えた国別の1970 お，この間概説草案については，林委員が各妥員
年におけるマクロ予測筒を算出する。 等と個別に打ち合わ持を行なった。

(2} 中間報告以後は予測仰の再検討，政策変数の変 (4）委員会（8月'fl日〉中間報告草案について討訴
化の可能性を加味した予測，伯委員会の予測作業 の上これを決定。
との調整等の研究に入る。 2. 委員の交替および専門委員の新任

(3）共産閤，低開発地域のアクアからの商品別愉入 8月1日付三井金属鉱業（株）海外室長の究主主！こ伴
~Iii突の推計・を行なう。 ぃ，新委員に同社海外室長官柳茂久氏が就任し，現

（~諜委員会〕 香員同社前海外笠－艮佐川正雄氏は委員を辞し，新た
1. 1寄民会の開催 に専門委員に就任した。これにより，委員は委員長
(1）小委員会（8月271:l, 8月28日） 以下15名，専門委員は1名となった。

米，，J，安，雑殻，とうもろこし，砂措，茶，天 3. 事務局の作集状況
然ゴムの各品目および方法拾に対する中間報告の (1) 『1970年のエネルギ‘・・バランス安』完成。
原稿を検討した。 φ動向分析室のカレント・レポート

2. 今後の予定 動向分析室では以下のレポートを作成した。
中間報告（眼前）の再検討，改訂を行なうc No. 1. 今川瑛一， rネ・ウィン政権の動向（1）』

〔工業委員会〕 No. 2. 野中耕一，「東北タイにおける分離運動i
1. 委民会の開｛世 No. 3. 術藤竜太，「日韓会談と財産諦求権問題』
ω小賓員会（8月29日） No. 4. 長田満江，『パキスタンの経済政策』

「中間報告」のとりまとめ方につき協議した9 モ
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